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研究成果の概要（和文）：本研究はホロコーストの記憶が第二次大戦後に生まれたユダヤ系アメリカ作家たちに
よってどのように継承され、表象されているかに注目したものである。2018年3月には集大成として『ホロコー
スト表象の新しい潮流――ユダヤ系アメリカ文学と映画をめぐって』を出版した。本書ではアメリカにおけるホ
ロコースト受容の歴史やイスラエルにおけるホロコーストの政治利用が、文学や映画によるホロコースト表象に
さまざまな形で影響を与えていることを検証した。

研究成果の概要（英文）：We have been interested in how the Jewish American writers born after the 
end of the World War Ⅱ respond to the Holocaust of which they don’t have any direct knowledge,  
and how they try to retain “the memory of the Holocaust” in their works. We published the book 
titled New Currents of the Holocaust Representations: Jewish American Literature and Movies in March
 2018. We clarified that their representations are somewhat affected by the history of the reception
 of the Holocaust in the United States and the political use of the tragedy in Israel. 
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１．研究開始当初の背景 
 
20 世紀末頃から、ユダヤ系アメリカ文学に
おけるホロコースト表現には明らかに変化が
見られるようになった。ソール・ベロー、バ
ーナード・マラマッド、I・B・シンガーなど
のホロコーストと同時代を生きた作家の場合
は、1950年代ではホロコーストを後景に据え、
1960 年代以降、ホロコーストに関わる主題を
かなり直接的に扱うようになるものの、自ら
体験したわけではない惨劇をいかに語るかと
いう命題に対峙することになったとき、ホロ
コーストを生み出す文明の野蛮性を形而上的
に問う傾向を強めていった。 
一方、30 年代生まれのフィリップ・ロスを
始め、最も若いところでは 70 年代後半生まれ
のジョナサン・サフラン・フォアなどの後続
世代の作家たちの場合は、ホロコーストとの
時間的距離が拡大したにもかかわらず、自ら
のユダヤ性を確認し、検証するために積極的
にホロコーストと向き合っていく。つまり歴
史的事実のひとつとしてそれを捉えるのでは
なく、より広くユダヤの宗教/文化の文脈の中
にホロコーストを置き、そのことによって現
代アメリカ社会に生きる自身と東欧ユダヤ世
界の関係性を探ろうとしたのである。ただ、
この点についての詳細な研究はまだ十分にな
されているわけではなく、今後の研究が待た
れる段階であった。 

 
 
２．研究の目的 
 
20世紀末以降のユダヤ系アメリカ文学におい
て、ホロコースト表象がユダヤの民族文化遺
産を活かしつつ継承されている新しい傾向に
注目し、表象の具体像の提示を試みる。また、
一見過去に向いていると思われるものが、実
はアメリカ文学という文脈の中で新たな可能
性を示し、さらには広く、人類の負の遺産に
対する文学表現の現代的有用性を示唆してい
ることを検証する。 
 
３．研究の方法 

読書会形式の定例研究会を活動の柱とする.

研究対象の中心を 1980 年代以降に活躍し始

めたユダヤ系作家たちとし、併せて、先行世

代の作家たちも対象とする。そしてこれらの

作家たちのホロコースト表象に焦点をあて、

詳細なテキスト分析を行うと同時に、アメリ

カ文学の枠組みの中での彼らの特性も探る。

また、ホロコースト表象研究が非常に盛んな

米国での最新の研究動向を把握するため情報

の収集に努め、４名で共有し、研究をグロー

バルなものにするよう努める。以上の作業を

踏まえて、４名の間で一定の理解を確立し、

公開シンポジウムでの意見交換などを経て、

研究書にまとめ上げる。 

 
４．研究成果 
 
研究を進めていく中で、新しいホロコースト
表象として文学作品だけでなく、コミックス
や映画も重要な媒体であることが判り、研究
会での検討の対象の一部に組み込んでいった。
また、ユダヤ人ではなく、ドイツ市民の視点
からナチス体制下の状況を描いた作品もある
ことを知り、多様なアプローチが必要である
ことを理解した。 
一方、アメリカにおけるホロコーストの受
容の歴史も作家たちの意識に大きく影響を与
えていることが判明した。そもそも自国から
遠く離れたヨーロッパの地で起きた悲劇につ
いて第二次世界大戦後の国際状況も影響して、
アメリカ人の多くは強い関心を抱いてはいな
かった。しかし、まず『アンネの日記』の書
籍、舞台、映画がホロコーストの知識を大衆
的レベルで広めた。ついで、人々はエルサレ
ムで行われたアイヒマン裁判を通して、ナチ
スの非人道的行為、システマティックな虐殺
の全容を知ることになった。さらに、1980 年
代のテレビドラマ『戦争と家族』がアメリカ
におけるホロコースト受容に決定的な変化を
もたらし、ホロコースト研究が隆盛を極め、
ついには首都ワシントンにホロコースト・ミ
ュージアムができるにいたった。ただし、そ
れらの流れの中でホロコーストが「アメリカ
化」していったことは否めない。そういう意
味で、若いユダヤ系作家たちはホロコースト
に対して複雑な意識を持つようになり、彼ら
が自身のアイデンティティを考えるうえで、
ホロコーストが重要な要素となっていったの
である。 
他方、彼らにとってイスラエルにおけるパ
レスチナ問題も無視できない問題であった。
かつてはユダヤ系アメリカ人にとってイスラ
エルは全面的に支援すべき存在であったが、
パレスチナ人に対して、第二次大戦中にナチ



スがしたのと同じことをイスラエルがしてい
るのではないかと考えることで、彼らのユダ
ヤ人意識は揺さぶりをかけられたわけで、例
えばネイサン・イングランダーによる『アン
ネ・フランクについて語るときに僕たちが語
ること』のようにその微妙な心の揺れを反映
する作品も登場したのであった。 
そして、これら若い作家たち、あるいは一
世代前のフィリップ・ロスの場合も、ホロコ
ースト受容を巡る複雑な状況を直視した結果
であろう、突き放したようなユーモア、屈折
した語り、SF 的要素など、さまざまな手法を
用いてホロコーストを表象しているのである。 
1 年の延長を受け、4年間継続した研究会お
よび個々人による研究、論文執筆などを経て、
ユダヤ系アメリカ作家によるホロコースト表
象の上記のような状況を解明することができ
た。 
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